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思いやりの心 

校長 清 水  誠 

 ４年生は、総合の学習で障がい者理解教育に取り組んでいます。先日、視覚障がいのある原

口さんによるユニバーサルデザインの授業がありました。原口さんは生まれながらにして全盲

の障がいがありますが、仕事をしながらブラインドサッカーのチームに所属するとともに、全

国の子ども達に授業をされています。困っている相手の立場に立って想像し、その人の気持ち

を聞くことの大切さについて、熱く語っていただきました。その話を聞きながら、１６年前に

全盲のテノール歌手として有名な新垣 勉さんが本校に来た時のことを思い出しました・・・。 

 その日は突然訪れました。当時、校長をしていた福田 純子先生から、「清水さん、クラシッ

ク好きだったわよね。今度、新垣 勉さんが来ることになったのよ。」と言われ、びっくりしま

した。保護者の知り合いを通じて、忙しい新垣さんのスケジュールを縫って急遽決まったよう

でした。その頃６年生の担任をしていた私は、学級だよりに次のように書いていました。 

 「先週木曜日、旭町小にとって画期的な出来事がありました！ 日本を代表するテノール歌手

の新垣 勉さんが来校し、子ども達にお話と歌声を聴かせてくれたのです。新垣さんについて

は、何年か前にテレビで『さとうきび畑』を歌っているところを見ました。また、中学校の英

語の教科書にも載っていて、生い立ちから歌手になるに至った素晴らしい生き方が紹介されて

います。体育館で全校児童に話してくれた内容は、失明したいきさつや育ててくれた祖母が中

学生の時に亡くなってしまったこと、いじめにあい父や産婆さんを恨んだこと、死んでしまお

うと思ったことなどでした。でも、新垣さんは、想像を絶するつらい少年時代の中から希望の

光を見つけました。自分の父と産婆さんを見つけ出し殺してやりたいと話す少年の手を握り、

黙って話を聞いてくれた牧師さんとの出会いがきっかけでした。自分のことを真剣に思ってく

れる人の存在に気づいた時から、新垣さんの人生が変わりました。そして、歌手としての素晴

らしい歌声をプレゼントしてくれた父に感謝する気持ちが生まれたのです。新垣さんは、とて

も気さくな方で、時々ジョークを交えて話してくれたり、ピアノを弾きながら歌を聴かせてく

れたりしました。『セレナータ』や『しゃぼん玉』の曲が、テノールの素晴らしい声量で体育

館を響かせました。Number one ではなく、Only one の人生を歩む新垣さんから、たくさんの

ことを学ぶことができたひと時でした。」 

 新垣さんに希望をもたらしたのは、牧師さんの全てを温かく受け止めようとする心でした。

そこから生まれ変わった新垣さんは、今度は自ら多くの人々に、思いやる心の大切さを歌で伝

え続けています。学校教育の根幹は、相手の気持ちが分かる子どもを育てるところにあります。

物語を読むことも、話すこと書くことの学習も、友達と意見を発表し合う活動も、そしてあい

さつの指導も、全て人に対する思いやりの心を育むことにつながっています。 
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６年 連合音楽会発表（１１／２）    

７月２日（火）虹の下水道館と有明水再生センター、中央防波堤に行きま

した。社会科でくらしに関わるごみと水の学習をしていたので、高い関心

をもって見学することができました。有明水再生センターでは、実際に地

下を歩いて、下水を再生水にするまでの仕組みを学びました。下水処理に

微生物が活躍していることや施設内で臭気がしないことを知ると、子ども

たちはとても驚いていました。中央防波堤では、残り５０年と言われてい

る埋め立て処分場を目の当たりにしました。航路に挟まれた処分場は、も

う広げることはできません。ごみをもっと減らす努力をしなければならな

いと感じていた子もいたようです。埋め立て地を少しでも長く使うために

自分たちに何ができるのか、子どもたちと共に考えていきます。 

７月 日（  ）に、委員会発表集会を行いました。委員長が委員会

の活動内容やメンバーの紹介、全校児童へのお願いについて発表しまし

た。 

６月に委員会が発足し、５・６年生はとてもやる気に満ちています。

６年生は５年生に声をかけながら、 ・・・ 

 

５年生はチャレンジしています。責任をもちながら自ら進んで取り組

む姿勢や行動力から「学校をよりよくしよう」という気持ちが伝わって

きます。下級生にとっても憧れの存在です。 

田柄小学校が・・・ 

２年 生活科見学（１０／３０）     

           １年 生活科見学（１１／１）     

 

 

 田柄小学校のすぐ側にあるエコファーム吉田で、芋掘り体験を行いまし

た。まず、芋を傷つけないように畝を崩すところから始めました。芋は、地

中の奥深くまで伸びていて、なかなか全体が見えてきません。泥だらけにな

りながら、一生懸命掘り続けました。やっと芋の全体が見えてきたら、引っ

こ抜きます。芋がなかなか引き抜けなくて困っている子がいると、近くの子

が手伝ってあげていました。みんなで協力して、次々と芋がとれました。 

 自分の顔よりも大きな芋を掘り出した子もいました。帰りは、芋がパンパ

ンに詰まったリュックサックを背負って帰りました。途中で弱音を吐くこと

もなく、４０分程歩いて帰ってくることができました。土に触れ、自ら収穫

することの大変さを学ぶことができた一日となりました。 

 ３年に一度の連合音楽会の年なので、６年生は運動会のマーチングと一

緒に、連合音楽会に向けた練習も同時に行ってきました。その成果をぜひ

旭町小の下級生と６年生の保護者の方にも見てもらおうと、１１月２日の

音楽朝会で披露することにしました。 

 合唱「地球星歌～笑顔のために～」は、ソプラノとアルトのハーモニー

がとても素敵な歌です。音楽の授業では歌詞の意味を考え、お互いの音を

聴きながら何度も練習しました。当日は朝一番の発表だったので、少し緊

張した雰囲気がありましたが、綺麗な歌声が体育館に響き渡りました。 

 合奏「情熱大陸」は、とにかくテンポが速いので、リコーダーも難しく

昼休みにもたくさん練習しました。当日はアンコールをもらってさらに勢

いが付き、自信満々に演奏をする姿がさすが６年生だなと感じました。 

 下級生が「最高だった！」「楽しかった！」と言ってくれたことを伝え

ると、６年生の子ども達もとても嬉しそうでした。 

 板橋こども動物園に行き、モルモットや羊、ヤギなどのたくさんの動物

と触れ合いました。小学校に入って初めて電車を使って移動し、長い距離

を歩きました。歩くときや、電車の中でのルールやマナーを守り、安全に

移動することができました。とても疲れたと思いますが、最後まで自分の

足で歩き、学校まで帰ってくることができました。 

 ３つのグループに分かれ、順番にまわっていきました。モルモットとの

触れ合いコーナーでは、モルモットを膝に乗せて優しくなでる姿が見られ

ました。モルモットの名前を呼びながら、温かい体や心臓の鼓動を感じる

ことができました。ヤギや羊との触れ合いでは、優しく触ることで毛がも

ふもふしていることや、それぞれの動物の違いを比べることができまし

た。公園の遊具でも存分に遊び、充実した一日となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年 社会科見学（１１／１３）     

７月２日（火）虹の下水道館と有明水再生センター、中央防波堤に行きま

した。社会科でくらしに関わるごみと水の学習をしていたので、高い関心

をもって見学することができました。有明水再生センターでは、実際に地

下を歩いて、下水を再生水にするまでの仕組みを学びました。下水処理に

微生物が活躍していることや施設内で臭気がしないことを知ると、子ども

たちはとても驚いていました。中央防波堤では、残り５０年と言われてい

る埋め立て処分場を目の当たりにしました。航路に挟まれた処分場は、も

う広げることはできません。ごみをもっと減らす努力をしなければならな

いと感じていた子もいたようです。埋め立て地を少しでも長く使うために

自分たちに何ができるのか、子どもたちと共に考えていきます。 

７月 日（  ）に、委員会発表集会を行いました。委員長が委員会

の活動内容やメンバーの紹介、全校児童へのお願いについて発表しまし

た。 

６月に委員会が発足し、５・６年生はとてもやる気に満ちています。

６年生は５年生に声をかけながら、 ・・・ 

 

５年生はチャレンジしています。責任をもちながら自ら進んで取り組

む姿勢や行動力から「学校をよりよくしよう」という気持ちが伝わって

きます。下級生にとっても憧れの存在です。 

田柄小学校が・・・ 

６年 あいさつ運動           

 

        ４年 ユニバーサル出前授業（１１／８）  

 

 

１１月は「ふれあい月間」です。いじめ防止や日頃の人間関係を見直す

ことを重点とし、友達とのよりよい関係の構築や充実した学級、学年、学

校をつくっていくことを目的としています。 

そこで、６年生は「あいさつ運動」に取り組むことにしました。人間関

係をつくっていく上での基本は、やはり挨拶です。一日の学校生活も挨拶

に始まり、挨拶に終わります。最高学年として、学校をリードする挨拶に

取り組みました。挨拶をするときに大切なことは「相手の目を見ること」

と教わり、下級生に対しても視線を合わせながら挨拶をすることに挑戦し

ました。初めはなかなか上手にいかないこともありましたが、挨拶を気持

ちよく返してくれる友達に元気をもらい、すてきな挨拶をすることができ

るようになりました。これからの学校生活にも生かしていきます。 

５年生は、社会科見学で読売新聞社とイノベーションシティ羽田に行

きました。 

読売新聞社では、新聞が私たちの手元に届くまでの流れを学習しまし

た。記者の方が取材をし、原稿になって印刷・配達されるまでに、たく

さんの人々が関わっていることを知りました。さらに、正しい内容を伝

える新聞に間違いがないかを確認する「校閲」を体験しました。 

イノベーションシティ羽田では、飛行機が空港に到着してから次のフ

ライトに向けて、どんな準備がされているのかを学習しました。「マー

シャリング」という飛行機を滑走路まで誘導する体験をしました。パド

ルと呼ばれる道具を使って、パイロットと息を合わせて飛行機を動かし

ていきます。子ども達は、動画に合わせてパドルを動かしましたが、ど

の子もとても上手に誘導することができました。 

総合的な学習『考えよう、わたしたちの町のユニバーサルデザイン』では、

「誰にとっても暮らしやすいために」を考えながら学習しています。 
 出前授業では、講師に原口 淳先生をお招きしました。生い立ち、１人暮ら

しであること、ブラインドサッカーの選手でもあること等の自身のことから始

まり、日常生活の中にあるユニバーサルデザインの考え方や事例について教え

て頂きました。子ども達から「目が見えなくて本当にできるの？」という言葉

が何度も出ていましたが、様々な工夫や助け合いが解決につながると徐々に実

感していきました。「ユニバーサルデザインについてもっと意識したい。」「原

口先生のポジティブな考え方はすごいな。」等の感想も書いていました。 
まとめとして、「障がいの有無に関わらず、相手の気持ちを考える。相手の

話を聞く。常にユニバーサルデザインの気持ちをもつことが大切。」という言

葉を聞いて、子ども達は思いやりについて深く考えることができました。 



＜１２月の行事予定＞ 

安全指導「安全に冬の生活をしよう」 
 
 
 

       

 
       

       

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日 曜 相 行 事 

１ 金  特別時程４時間授業 安全指導 

２ 土   

３ 日   

４ 月 ◆ 全 ３年しょう油博士出前授業 

５ 火 ◆ 読 地域未来塾 

６ 水  学 全学年５時間授業 

７ 木 ◇ 体  

８ 金  
読 図書ボランティア読み聞かせ 

  たてわり班遊び（中休み） 

９ 土  
読 学校公開  

道徳授業地区公開講座（２校時講演会） 

10  日   

11 月 ◆ 全 マラソン週間（～１９日）避難訓練 

12 火 ◆ 読 避難訓練予備日 地域未来塾 

13 水  学 委員会活動 

14 木 ◇ 特別時程４時間授業 校内研究授業２年２組 

15 金  特別時程全学年５時間授業  

16 土   

17 日   

18 月 ◆ 全 

19 火 ◆ 読 たてわり班給食 ハンカチティッシュ調べ 

20 水  学 クラブ活動 ３年クラブ見学 

21 木 ◇ 児 ４年社会科見学 

22 金  読 水曜日時程 ５年移動教室説明会 

23 土   

24 日   

25 月 ◆ 
終業式 全学年４時間授業 給食終  

給食費引き落とし 

26 火  冬季休業日始 

27 水   

28 木  閉庁日 

29 金  機械警備 

30 金  機械警備 

31 土  機械警備 

１２月の生活目標 

＜学校をすみずみまできれいにしよう＞ 

 本校では主に、たてわり班（異学年グループ）

で清掃活動を行っています。６年生が用具の使い

方や流れをメンバーに説明しながら、１年生から

６年生までが協力して取り組んでいます。 

 自分や友達が使った場所をみんなできれいに

し、次の人に気持ちよく使ってもらうことの良さ

を味わわせながら清掃活動に取り組ませていき

ます。      

マラソン週間  

マラソン週間では、中休みに全校児童で校庭

を走ります。マラソンを通じて体を動かす心地

よさを感じてほしいです。一人一人が自分のペ

ースで走ることを目標にし、体力向上につなが

るような一週間にしたいと思います。毎朝、ご

家庭で十分な健康観察をして登校させるよう

にお願いいたします。 

※ 安全のため、マスクを外して走るように指

導します。     

 

道徳授業地区公開講座 講演会について 
 

１２月９日（土）２校時に、体育館にて講演

会があります。「道徳科授業の特徴と地域・家

庭でできること」と題し、生形 章先生にご講

演をいただきます。ぜひ講演会にご参加くだ

さい。 

学校公開は、以下のように実施します。１

～３年は１校時に、４～６年は３校時にそれ

ぞれ道徳授業を公開します。また、１～３年

の３校時、４～６年の１校時は道徳以外の授

業を行います。１、３校時はどの学年学級の

授業も公開となっていますので、どうぞご参

観ください。 

１校時 １～３年生 道徳 

２校時 講演会（授業公開なし） 

３校時 ４～６年生 道徳  

 

全全校朝会音音楽朝会児児童集会体体育朝会学朝学習読朝読書  

◆:心のふれあい相談員（秋葉）◇: スクールカウンセラー（米本） 

＊行事予定は変更になる場合があります。学年だより等でご確認く

ださい。 

保護者アンケートのお願い 

 本校の教育活動についてのアンケートを行

います。 

配信日 12/1（金） 〆切日 12/18（月） 

学校連絡メールで配信しますので、URL を

クリックし、forms にてご回答をお願いいた

します。用紙をご希望の方はご連絡ください。 

 


